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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
要するに32億人 ｘ 75% =「26億人」相当が主要22か国のミレニアム就業人口
要するに32億人 ｘ 89% =「28.5億人」相当の仕事に影響がある

2020年：コミュニティ活動を通して2,000名（現在８社ー＞２年間でコミュニティを通して５８０万人をInfluenceするメンバーを）５８０万人：デジタルDiｓruptionを活用するための人材？人口は減るがー＞新しい雇用をリードする人材が５８０万人必要？（＝イノーベーション創出のリーダー）
１万人のNew Work Styleを実行できる人材ー＞


人数宣言
何社増やそうとしてるのか

1st　1%－2.5%, 1,000の日本でのエージェント
社会アジェンダ
Total：５００万人
経営者側への影響力をどう示すか
出てきた成果物を企業側どう生かすかー＞絵を追加
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
お客さんの導入スキーム

課題ヒアリング
スモールスタート、効果測定
提案
導入



	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	MINDSの活動の方向性
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	ミレニアル世代の皆の意識は大きく2つの傾向がある
	下記５つのテーマに分けられる
	スライド番号 10

